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巻頭言

お知らせ

ぱれっと情報（広島県立生涯学習センターからのお知らせ）

　【トピックス】…前号（11/１）以降のＨＰ新着情報
　【情報提供】　…学習プログラムの紹介，視聴覚教材の利用等
リンク集

　【広島県教育委員会関連】…広島県教育委員会関連の今月の情報
　【広島県立施設】…広島県立施設等の今月のイチ押し情報等

　【文部科学省関連】…文部科学省関連の今月の情報
編集後記
· 巻頭言■

■はじめに■

学習する組織（Learning Organization）その1

　広島県立生涯学習センターは，昨年４月にその役割を大きく変革し現在地に移転してから，社会教育関係職員及び関係者を対象とした新しい研修の形を模索してきました。

　私は，それらの研修の目的を「『学習する組織』を創ること」と考えています。

　今，社会教育行政を取り巻く環境は，急激な変化の波の中にあります。そのことを多くの社会教育関係者の皆様は認識しています。しかし，認識することと行動することは違います。この急激な変化の波を乗り越えるには，社会教育行政に携わる機関や公民館等の社会教育施設で働く我々の努力が必要です。その一番が「学習する組織」への変革であると考えます。その変革へ向けての行動が今必要です。

　マサチューセッツ工科大のP.センゲ教授は「学習する組織」を，「人々がたゆみなく能力を伸ばし，心から望む結果を実現しうる組織，革新的で発展的な思考パターンが育まれる組織，共通の目標に向かって自由にはばたく組織，共同して学ぶ方法をたえず学びつづける組織」であると著書（『最強組織の法則』ピーター・M・センゲ　徳間書店　P9）の冒頭に記しています。

　私たちは「学習」を個人的なものと考えがちですが，個人の成長は，その個人が所属する集団（職場・地域・学校など）の成長と密接な関係を持っています。個人は組織の中で，チームによる協働関係で学習を進めることができ，組織も機能を高めることができるのです。

　そしてその学習は，現在我々が課題とする「変化」に対応できる大きな力となります。センゲは，次のように記しています。(『フィールドブック学習する組織「５つの能力」』ピーター・M・センゲ日本経済新聞社　P35)

「学習する組織」によってもたらされる結果がひとつだけあるとすれば，それは人々の「変化を受け入れる能力」が高まることである。「学習する組織」で働く人々は，環境の変化に素早く反応する。なぜなら彼らは，これから起きようとする変化に備えるすべ（それは，未来を予測しようとすることではない）を知っており，また，自分たちが望むような変化を生み出すすべを知っているからである。変化と学習は必ずしも同義語ではないかもしれないが，互いに密接に結びついている。

　

　広島県立生涯学習センターでは，各市町の課題に対応できる職員研修の支援を行っています。来年度に向けた取組みの相談にも応じます。是非，御相談ください。                             
　所長　新田　憲章　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■お知らせ■
★広島県立生涯学習センター研修案内
当センターでは，市町の職員やボランティア，コーディネーターを対象とする様々な研修を実施しています。
また，家庭教育支援，地域づくりなどの地域課題に対応したテーマで市町が実施する研修を，企画段階から支援します。
研修に役立つ教材の作成や指導者・支援者向けの情報のホームページへの掲載も行っています。是非，御活用ください。
http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/jigyou/center%20katudou%20naiyou22d.htm#3
■ぱれっと情報■
【トピックス】…前号（11/１）以降のＨＰ新着情報

★平成22年度「パイオニアスピリット実践セミナー」第４回セミナーを実施ました。
　「パイオニアスピリット実践セミナー」は，企画から実践までの力を高める高校生のためのセミナーです。夏から始まったこのセミナーも，10月24日（土）に第４回（最終回）を迎えました。

　第４回セミナーでは，高校生一人一人が，仲間と力を合わせて成し遂げたこと，失敗から学んだことなど，セミナーを通して学んだことを発表し意見交換を行いました。また，湯崎知事の「挑戦そして実現」と題した講演を聞き，意見交換を行いました。
　これからも，夢や目標に向かって努力し，様々なことに挑戦していこうという，高校生の熱い思いが伝わってきました。
　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/model/paionia/semina22/22houkoku/tizikouen.htm
【情報提供】

· 事例・学習プログラムの紹介

当センターでは，参考になる事業や学習プログラムをテーマや社会教育施設
に分けてホームページで御紹介しています。
「みちくさ塾2008　夏の陣『忍者ワークショップ』」

　　みちくさ塾とは，地域子ども教室推進事業の一環として，平成17年度から19年度まで，社会的マナー・忍耐・体力などを育てることを目標にして活動しました。その中で地域の人や高齢者との交流のきっかけづくりをし，人とのコミュニケーション能力を高めることを学習しました。

　　野外活動では，各班に２名スタッフを配置し，安心・安全に配慮して「忍者」をキーワードに，子どもの興味・関心を引きつける内容で構成されています。
　　ボランティアスタッフ等，大人が子どもとどう向きあっていけばいいのかが学べるプログラムです。

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/sien/jissenn/jirei%20genkou/seisyounen/jirei%20seinen%20ninjya.htm
　
★視聴覚教材の貸出し（受付：℡：082-248-8848）

○１回の申込みにつき５本まで，10日以内，無料で借りることができます。

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/riyou/shichoukaku/shichoukaku.htm
■リンク集（広島県教育委員会関連，県立施設，文部科学省関連）■
【広島県教育委員会関連】

★広島県教育委員会
http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/hotline/index.html
★講座，イベント情報は，県内の学習情報を幅広く載せた，「ひろしま　まなびネット」（広島県生涯学習情報提供システム）を御覧ください。
http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/
【広島県立施設】
★広島県立図書館（℡：082-241-2299）

http://www.hplibra.pref.hiroshima.jp/index.htm
　
「おはなし会」

　　＜１月８日（土）・１月22日（土）11:00～11:40＞
　　　図書館員やおはなしボランティアが，幼児・児童を対象とした児童資料の読み聞かせ・紹介，ストーリーテリング，ブックトークなどを行います。

　　　子どもだけでなく，子どもの読書に関心のある方はどなたでも参加でき

ます。

· 申込み不要・無料

資料展示「なつかしき県北の風景」

　　＜１月５日（水）～２月20日（日）＞

三次の風景写真を中心にして，県北関連の資料を展示・紹介します。県立歴史民俗資料館との連携展示です。

· 申込み不要・無料

★広島県立福山少年自然の家(℡：084-935-7166)
http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/gakusyu/fukuyama/index.html
「平成22年度主催事業の実施について」
　　小学校３年生から中学生までを対象とした自然科学教室などの自然体験活動をNPO法人自然体験活動推進協議会の企画・運営により，年間８事業実施します。

　　事業内容及び参加者の募集等については，既に学校等を通じてリーフレットを配布しています。詳細は，ホームページにも掲載しています。

　　是非，御参加ください。

「意欲を育む体験活動推進事業『里山夢体験』の募集について」

　＜12月23日（木）～12月25日（土）２泊３日＞

「人や自然とのふれあいなど様々な体験を通して，今の生活をふりかえり，自分を見つめ，将来への希望や夢をつかもう！」をテーマに，悩みを抱える児童生徒が自立した人間として成長するよう，宿泊を伴う共同生活による体験活動を提供することで，意欲を育み，自主性や主体性を培うための支援を行う不登校児童生徒対象の宿泊体験活動です。

主　　催：広島県立福山少年自然の家（広島県教育委員会）
対 象 者：県内の小・中学校で不登校及び不登校傾向にある小学校１

年生から中学生までの児童生徒25人程度
※原則として保護者同伴
場　　所：広島県立福山少年自然の家
申 込 み：広島県立福山少年自然の家へ直接応募してください。
　　　　 （申込書を御請求ください。）

問合せ先：〒720-0542
　　　　　広島県福山市金江町藁江619-2

　　　　　広島県立福山少年自然の家
　　　　　電話（084）935-7166・ファクシミリ（084）935-7179

　年末年始の休館日

　　平成22年12月29日（水）～平成23年１月３日（月）

· 縮景園（℡：082-221-3620）　　
http://shukkeien.jp/sitemap.php
★広島県立美術館（℡：082-221-6246）
http://www1.hpam-unet.ocn.ne.jp/
特別展

「ポーランドの至宝－レンブラントと珠玉の王室コレクション－」

＜12月15日（水）～１月12日（水）＞

　　本展では，ポーランドの首都ワルシャワのシンボルであるワルシャワ王宮と歴代国王の居城であった旧都クラクフの王宮ヴァヴェル城の全面的な協力のもと，絵画，工芸，彫刻などを，さらに国立美術館のコレクションから選りすぐった19世紀のポーランド絵画を御紹介します。
　　また，コペルニクス，ショパン，キュリー夫人に関連する作品・資料も展示し，ポーランドの文化の奥深さを感じていただける展示です。

　所蔵作品展
彫刻展示スペース　

「彫刻家　小平胖可（こだいらゆたか）」

　　＜10月26日（火）～１月30日（日）＞
長年，身体像に取り組み続けた小平胖可（1944-2003）。広島では30年にわたり，後進の育成にも尽力しました。代表作《カイツブリの郷岸》を含む約10作品を御紹介します。
第１室　　　

　　「マン・レイとマルセル・デュシャン」

　　＜10月26日（火）～１月30日（日）＞
‘美術’の概念を大きく変革したデュシャンとその親しい友人であったマン・レイ。二人の‘ふざけあい’にも見える創作行為の跡を写真で追います。
第２室　

「没後60年　日本の印象派・南薫造の軌跡」

　　＜10月26日（火）～１月30日（日）＞

　　　自然の美を描き続けた安浦町出身の画家・南薫造の没後60年にあたり，約半世紀に及ぶ画業の全貌を，風景画を中心に回顧します。
第３室　

「旅への憧憬」

＜10月19日（火）～12月５日（日）＞

画家たちは新たな表現を求めて，日本各地，さらには海外にまで目を向けていきます。旅への憧れを感じさせる日本画をお楽しみください。
第４室　　

　　「漆芸家・六角紫水とのその時代」

　　＜10月19日（火）～１月23日（日）＞

　　　六角紫水と，交流があった人々や同時代の芸術家たちの作品を通して，紫水の生きた明治から昭和という時代を垣間見たいと思います。
★（財）広島県教育事業団事務局埋蔵文化財調査室（℡：082-295-5751）

http://www.harc.or.jp/
　平成22年度「ひろしまの遺跡を語る－古墳時代の暮らしと心－」

＜１月８日（土）10：00～16：00＞

　　中国横断自動車道尾道松江線建設事業に伴う発掘調査をはじめ，近年の広島県内の調査などを通して，古墳時代のムラとマツリを探ります。

　　会　　場：広島県民文化センター　多目的ホール

　　　　　　　広島市中区大手町一丁目５-３

　　　　　　※開場は9：30

　　10：00～10：10　開会行事

10：10～10：50　発表Ⅰ「鉄が語るムラ」　　

主任調査研究員　岩本　芳幸
10：50～11：30　発表Ⅱ「ものに託す願い」　
　　　　　　　　　　調査研究員　山田　繁樹

11：30～12：10　発表Ⅲ「土器副葬と死後観」
　　　　　　　　　　主任調査研究員　梅本　健治

12：10～13：00　休憩
13：00～14：30　基礎講演「安芸・備後の古墳と古代国家形成」
　　　　　　　　　　岡山大学大学院教授　松木　武彦氏

14：30～14：40　休憩
14：40～15：50　シンポジウム
コーディネーター　

広島大学大学院教授　古瀬　清秀氏

パネラー

松木氏，調査研究発表者３人

15：50～16：00　閉会行事
　　　　※ロビーでの出土品見学は９：30～16：30

　　　　※入場料無料，申込不要　　

「廿日市町屋跡（第３次）遺跡見学会」

＜12月12日（日）13：30～15：00＞

　　今年度の調査（第３次）は９月から始まり，これまでに江戸時代後期（19世紀）の建物跡や鍛冶炉跡などを検出し，ふいごの羽口，鉄滓，古銭などが出土しています。
　　今後さらに調査を進める予定です。

　　場　　所：廿日市市天神11－29　

廿日市市中央市民センター（中央公民館）＝集合場所　
廿日市市廿日市二丁目　遺跡現地　

　　　　　　・中央公民館で説明後，遺跡を見学していただきます。

　　　　　　・広電宮島線広電廿日市駅から南へ約350ｍ
　　　　　　・中央公民館の駐車場が狭いので，できるだけ公共交通機関を御利用ください。　　

★広島県立みよし風土記の丘・広島県立歴史民俗資料館（℡：0824-66-2881）
http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/rekimin/index.html
　　
歴史民俗展示「三次のトラディショナルスイーツ－泡雪の歴史－」
　　＜９月17日（金）～12月26日（日）＞

　　　江戸時代まで起源がさかのぼる三次の銘菓「泡雪」の歴史や，江戸時代後期から盛んになる和菓子の歴史をひもときながら，これまでほとんど明らかにされていなかった江戸時代から近代・現代にいたるお菓子の歴史をたどります。
展示解説会

歴史民俗展示「三次のトラディショナルスイーツ－泡雪の歴史－」

　　＜12月５日（日）・12月19日（日）13:00～14:00＞

　第１回歴風トーク「広島県の大型古墳について」

＜12月12日（日）14:00～16:00＞
　　広島県には約一万二千基の古墳が確認されており，全国的に古墳の多い県ですが，墳長が100ｍを超える古墳はなく，その多くは小型古墳といわれています。　
　　広島県における大型古墳とは何かを考えるとともに，その分布の特色を紹介します。

　　講　　師：桑原　隆博（広島県立歴史民俗資料館　館長）

　　　　　　※当日受付・参加費無料

　
★広島県立歴史博物館（℡：084-931-2513）
http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/rekishih/index.html
　

　企画展示室

　　冬の展示（部門展）
　　「写真で見るふるさとの鉄道－昭和30年代の鉄道－」

　　＜12月17日（金）～１月23日（日）＞　

　　　広島県内を中心に，昭和30年代の鉄道や沿線の風景を撮った写真などを紹介するとともに，当時の家電製品などをあわせて展示します。鉄道ファンならずとも懐かしい，ふるさとの景色や暮らしぶりを御家族でお楽しみください
※通常の入館料が必要です。　

　　　　　　　　一般290円（220円），大学生210円（160円）高校生まで無料

　　　　　　　　（　）は団体20名以上
　企画展示室

部門展連行事

「展示解説会」
　　＜12月19日（日）13:30～14:30＞

　　　テ － マ：部門展「写真で見るふるさとの鉄道－昭和30年代の鉄道－」から
　　　講　　師：下津間　康夫（広島県立歴史博物館主任学芸員）

※通常の入館料が必要です。　

　　　　　　　　一般290円（220円），大学生210円（160円）高校生まで無料

　　　　　　　　（　）は団体20名以上

通史展示室

平成22年度スポット展示

「三原城城壁文書」
　　＜11月26日（金）～１月27日（木）＞

　　　三原城の壁に貼られていた文章である「三原城城壁文書」の中から，毛利輝元の直筆書状などを紹介します。　　

　　※通常の入館料が必要です。　

　　　　　　　　一般290円（220円），大学生210円（160円）高校生まで無料

　　　　　　　　（　）は団体20名以上

スポット展示解説会
　　＜12月５日（日）13：00～14：00＞

テ － マ：スポット展示「三原城城壁文書」から

　　　講　　師：清原　浩美（広島県立歴史博物館職員）

※通常の入館料が必要です。　

　　　　　　　　一般290円（220円），大学生210円（160円）高校生まで無料

　　　　　　　　（　）は団体20名以上
講堂

歴史講座（芸備友の会共催）

　　＜12月５日（日）14：00～16：00＞

演　　題：「考古学から見た郷土の歴史－弥生時代における備後地域の

南北交流を探る－」　　

　　　講　　師：伊藤　実（広島県立歴史民俗資料館学芸課長）
　　　　　　　　加藤　光臣（三次市文化財保護委員会委員）

※聴講無料
　年末年始の休館日

　　平成22年12月27日（月）～平成23年１月４日（火）　
· 広島県立総合体育館（℡：082-228-1111)
グリーンアリーナニューイヤーイベント「新春神楽」

　＜１月２日（日）・１月３日（月）開場10：00，開演11：00＞

毎年恒例となった「新春神楽」。人気の神楽団が華麗に舞う，新年のお祝いにぴったりのイベントです。会場（武道場）では飲食ができますので，ゆっくりお楽しみいただけます。

是非，御家族でお越しください！

場　　所：広島県立総合体育館　武道場

入 場 料：大人2，500円（当日券3，000円），小・中学生500円，

幼児無料，未就学児無料（全席自由）

　　　　　　※イス席あり（400席）　　　　　

出演団体：筏津神楽団，琴庄神楽団，宮乃木神楽団（１月２日出演）

　　　　　東山神楽団，大都神楽団，大塚神楽団　（１月３日出演）

　　　　　　※詳しくは，広島県立総合体育館ホームページを御覧ください。

　　　　　　　お問合せ　RCC文化センター　

　　　　　　　　　　　　電話　082-222-0044

新春　ふわふわキッズフェスティバルinグリーンアリーナ
　＜１月２日（日）・１月３日（月）・１月４日（火）10：00～18：00＞
今年のお正月は御家族でグリーンアリーナへLet’Go!!
子どもたちに大人気の「ふわふわ」が大集結。飛んで，跳ねて，滑って，思いっきり体を動かそう！
また，ステージでは人気のキャラクターショーを毎日開催★
サンクンガーデンでは，全国Ｂ級グルメが大集合。ホルモンうどんや富士宮焼きそばなど全国美味しい御当地グルメが味わえるよ！
是非，御家族でお越しください！

場　　所：広島県立総合体育館　大アリーナ

入 場 料：前売券500円（当日券600円）

プレイ券：1，000円（11枚綴り）※プレイ券は当日会場で発売

　　　　　　※詳しくは広島県立総合体育館ホームページを御覧ください。
あそびはカラダづくりまつり2010

－クリスマスバージョン－を開催します！

　＜12月23日（木・祝）12：00～17：00（最終入場16：00）＞
子どもの遊びを応援する運動プログラムで楽しく体を動かしましょう。
体育館ならではの用具を組み合わせて，遊び要素を取り入れた「サーキットアドベンチャー」や楽しく親子体操やリズム体操ができる「わくわくステージ」，「あそびのスペース」などいろんな遊びにチャレンジできます！
クイズに挑戦するとお楽しみ抽選会にも参加できます。入場料無料です！是非，御家族みんなで遊びに来てください！
対　　象：幼児・小学校低学年と保護者
持 参 物：室内シューズ，着替え
★広島県立文書館(℡：082-245-8444)

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/soumu/bunsyo/monjokan/index.htm
【文部科学省関連】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
★文部科学省
http://www.mext.go.jp/
　
· 国立教育政策研究所社会教育実践研究センター

http://www.nier.go.jp/jissen/index.htm
· 国立三瓶青少年交流の家 
http://sanbe.niye.go.jp/
文部科学省委託事業
「平成22年度青少年体験活動総合プラン（子ども・若者育成支援のための体験活動推進事業）」
中国ブロック青少年体験活動フォーラム
＜12月４日(土)～12月５日（日）＞
この事業は，青少年の体験活動を推進していくための実践的な研修協議や実践交流を図る事業であり，体験活動の有効性を発信していきます。

次のような内容で行いますので，青少年教育や青少年の体験活動に興味・関心のある方，体験活動に参加してスキルアップを目指したい方など，たくさんの御参加をお待ちしております。
体験活動の大切さについて，一緒に考えてみませんか？

長期宿泊体験に向けて，すぐに役立つ体験活動を学んでみませんか？

三瓶を舞台に，楽しいプログラムを体験してみませんか？

　　内　　容：基調講演「人間力を育む体験活動の３Ｈ（ヘッド・ハート・ハンド）」
　　　　　　　　　國學院大學　人間開発学部長　新富　康央氏

　　　　　　　講話「青少年体験活動の動向について」

　　　　　　　　　東京学芸大学名誉教授　児島　邦宏氏

　　　　　　　事例発表　中国ブロック国立施設

　　　　　　　分科会

①事例研究「長期集団宿泊活動を推進するための方策」

事例発表者　島根県出雲市立今市小学校
島根県立少年自然の家

②講話と実践活動

「自然を楽しもう～自然体験学習の指導と技術」

　　　　　　　  　　自然教育研究センター主任研究員　古瀬　浩史氏

③講話と実践活動

「人間関係作りに役立つ体験活動とファシリテーション　　その意味と方法」

　　　　　　　　　　玉川大学学術研究所　

心の教育実践センター主任代理　難波　克己氏

④講話と実践活動

「学校の授業や学びに役立つ自然系博物館の活用」

島根県立三瓶自然館研究員　星野　由美子氏

場　　所：国立三瓶青少年交流の家・島根県立三瓶自然館サヒメル
参 加 費：3,650円　部分参加もできます。

· 詳細は，ホームページで御確認ください。

· 国立江田島青少年交流の家 
http://etajima.niye.go.jp/
平成22年度　子どもゆめ基金オープンドリーム事業
子どもゆめ基金オープンドリーム事業について紹介します。多くの参加をお待ちしております。

　「親子たいそう教室－ひろみちお兄さんがやってくる！－」
昔ながらの遊びやひろみちお兄さんとの親子たいそうを通じて，親子でのふれあい，家族団らんの機会を提供します。
　　主　　催：国立江田島青少年交流の家
　　日　　時：第１回　平成23年１月22日（土）
第1部 午後１時～午後２時
第2部 午後２時30分～午後３時30分

　　　　　　　　第２回　平成23年１月23日（日）
第1部 午前９時～午前10時
第2部 午前10時30分～午前11時30分
場　　所：国立江田島青少年交流の家

　　　　　江田島市江田島町津久茂一丁目1-1

対　　象：３歳以上の幼児・小学生（３年生以下）を含む家族

　　　　　　　　但し，１部・２部とも両方参加することが条件です。
※本事業は，親子のふれあいを深めることを目的としておりますので，子どもだけのグループ，大人だけのグループでのお申し込みは受け付けておりません。
　　　定　　員：両日とも70家族（約200人）

　　　　　　　※両日の参加は不可

　　　参 加 料：１人20円（保険料）
　　　　　　　※詳細についてはホームページを御覧ください。

· 国立吉備青少年自然の家　
http://kibi.niye.go.jp/　
· 国立山口徳地青少年自然の家　
http://tokuji.niye.go.jp/
｢星をみる会－徳地の夜空は満天の星－｣

＜12月11日(土) 19:00～＞

　主な観測内容：木星，星雲・星団
＜12月18日(土) 19:00～＞

　主な観測内容：木星，月

＜12月21日(火) 16:40～＞

　主な観測内容：皆既月食の自由観測

　　　　　　　　双眼鏡の貸し出しを行います。

＜12月21日(火) 19:00～＞

　主な観測内容：木星
街明かりの少ない立地・自然条件を活かし，御家族やグループの皆様に夜空に輝く星々の美しさを感じていただく天体観察会を行っています。

当施設が有する山口県下最大の天体望遠鏡（反射鏡510ｍｍ）を活用し，宇宙の神秘や魅力に迫ります。

いずれの回も，荒天の場合は室内で「星の話」等を行います。

· 無料

｢森の手作り教室｣

＜12月13日(月)・12月14日(火) 10:00～＞

・洋風お正月飾りを作ります。
· 要申込み・参加費1，000円（食費を含む）

｢石風呂体験会｣

＜12月３日(金)・12月19日(日)13:00～＞

その昔，焼失した東大寺大仏殿の再建に徳地の材木が使われました。その指揮にあたった俊乗房重源（しゅんじょうぼうちょうげん）は，材木切り出しに従事した人々の疲れを癒すため，石風呂を作ったと伝えられています。

石風呂は現代でいうサウナのようなもので，当施設では，ドーム状の石風呂を再現し多くの利用者に体験していただいています。
· 要申込み・参加費100円
★放送大学　
http://www.u-air.ac.jp
■編集後記■
12月に入り，今年も残り１ヵ月になりました。
４月からメールマガジンの担当になり，広島県のイベント情報を早く知ることができて，季節を感じながら，楽しくメールマガジンの担当をさせてもらっています。
生涯学習センターで，たくさんの人と出会い，新しいことを知り，自分の世界が広がり，とても学習できた１年でした。
皆様にとって，今年はどんな年だったのでしょうか。

　今年一年メールマガジンを読んでくださってありがとうございました。
来年もどうぞ，よろしくお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　徳永　由美　
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